
 

                         
 

  

                           

    

春
分
の
日
の
三
月
二
十
一
日
、
加
治
木

教
会
で
は
、
春
季
霊
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し

た
。 加

治
木
教
会
の
霊
舎
に
お
祀
り
さ
れ
て

あ
る
霊
様
方
を
は
じ
め
、
教
徒
・
信
徒
の

皆
さ
ん
に
ご
縁
の
あ
る
霊
様
方
に
、
御
礼

申
し
上
げ
、
お
称
え
・
お
偲
び
・
お
慰
め

申
し
上
げ
る
お
祭
り
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
祭
典
は
、
ま
ず
ご
神
前
で
奏
上
祭
詞

(

の
り
と)

が
奏
上
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
霊
祭
が

仕
え
ら
れ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
、
次
に
ご

霊
前
に
転
座
し
て
、
加
治
木
教
会
に
お
祀

り
さ
れ
て
あ
る
教
徒
の
霊
様
は
じ
め
、
信

徒
・
ご
縁
の
あ
る
霊
様
方
す
べ
て
の
お
名

前
を
二
十
分
ほ
ど
も
か
け
て
読
み
上
げ
ら

れ
、
霊
様
に
御
礼
申
し
上
げ
、
お
称
え
・

お
偲
び
・
お
慰
め
申
し
上
げ
る
霊
祭
詞
が

奏
上
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
教
徒
の
方
か
ら
順
に
、
参
拝

者
全
員
が
ご
霊
前
に
玉
串
を
奉
奠
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ご
祭
典
後
、
参
拝
者
一
同
で
、

お
下
が
り
の
お
茶
菓
子
を
頂
き
な
が
ら
の

茶
話
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 
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立
教
一
六
〇
年
記
念 

  

開

か
れ
る 

 

本
年
、
鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会
で
は
、

立
教
一
六
〇
年
の
お
年
柄
の
記
念
行
事
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
鹿
児
島
地
方
の
中
部
・

北
薩
・
南
薩
・
大
隅
の
４
地
区
で
「
地
区

集
会
」
を
開
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
二
月
二
十
一
日(

木)

鹿
児
島
教

会
に
お
い
て
四
地
区
の
内
の
、
最
初
に
「
中

部
地
区
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

中
部
地
区
は
、
鹿
児
島
教
会
・
西
鹿
児

島
教
会
・
上
荒
田
教
会
・
加
治
木
教
会
の

四
教
会
で
す
。 

加
治
木
教
会
か
ら
は
、
二
月
十
日
の
報

徳
祭(

式
年
霊
祭)

、
十
七
日
の
親
教
会
報
徳

祭
参
拝
を
か
ね
た
御
礼
参
拝
と
、
行
事
続

き
で
あ
っ
た
た
め
か
ち
ょ
っ
ぴ
り
少
な
め

の
二
名
の
出
席
で
し
た
。 

講
話
を
聴
い
て
の
研
修
会
で
す
が
、
講

話
は
金
光
浩
道
先
生(

本
部 

広
前
部
長)

が

今
年
一
月
十
日
に
本
部
広
前
の
「
信
行
期

間
」
に
お
い
て
「
ご
立
教
の
精
神
を
い
た

だ
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
お
話
さ

れ
、
録
音
さ
れ
た
三
十
五
分
間
の
お
話
で

し
た
。 

十
四
時
か
ら
、
鹿
児
島
教
会
の
月
例
祭

が
仕
え
ら
れ
、
ご
祭
典
に
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
お
話
の
写
真
ビ
デ
オ
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
投
影
し
て
拝
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
お
話
し
に
つ
い
て
の
感
想
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

四
教
会
よ
り
、
二
十
三
名
が
出
席
し
、

い
ろ
ん
な
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
研
修
は
十

六
時
三
十
分
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

               

金
光
浩
道
先
生
の
お
話
は
、
と
て
も
家

庭
的
な
内
容
で
、
出
席
者
の
八
割
ほ
ど
が

金
光
浩
道
先
生
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
初
め
て
で
「
大
変
わ
か
り
や

す
い
内
容
で
有
難
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
出
席
者
全
員
で
「
立
教
一
六
〇

年
御
礼
祈
願
詞
」
を
奉
唱
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 
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木
山
仮
設
団
地 

  

 
 

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
人
た
ち
が
暮
ら

し
て
お
ら
れ
る
木
山
仮
設
団
地
に
お
い
て

は
、
平
成
三
十
年
末
の
時
点
で
、
約
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
方
々
が
、
仮
設
団
地
に
残

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

復
興
は
、
ま
だ
ま
だ
長
期
に
わ
た
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

被
災
地
の
「
子
育
て
」
や
「
介
護
」
は
、

地
域
社
会
は
じ
め
い
ろ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
互
い
に
協
力
し

て
こ
そ
、
行
き
届
い
た
も
の
と
な
っ
て
行

き
ま
す
。 

こ
の
た
び
「
移
動
図
書
館
お
あ
し
す
」

の
活
動
を
中
心
的
に
進
め
て
来
ら
れ
た
、

橋
本
信
一
先
生
（
肥
後
浜
町
教
会
）
方
に

よ
り
、
木
山
仮
設
団
地
に
お
い
て
「
子
ど

も
食
堂
」
の
活
動
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
食
堂
」
の
意

義
・
意
味
合
い
を
よ
く
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
下
さ
い
。 

復
興
に
取
り
組
む
地
域

に
、
被
災
し
て
い
な
い
地
域

か
ら
、
で
き
る
だ
け
の
協
力

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

ょ
う
。 

次
の
ペ
ー
ジ
に
、
木
山
仮

設
団
地
ス
マ
イ
ル
子
ど
も

食
堂
実
行
委
員
会
代
表
の
、

橋
本
信
一
先
生
（
肥
後
浜

町
教
会

）
か

ら
の
「
お
願
い
」
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 
   

こ
の
た
び
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
人

た
ち
が
暮
ら
す
木
山
仮
設
団
地
に
お
い
て
、

「
ス
マ
イ
ル
子
ど
も
食
堂
」
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
ス
マ
イ
ル
子
ど
も
食
堂
」
は
、
原
則

月
一
回
、
仮
設
団
地
内
の
集
会
所
で
行
い

ま
す
。 

仮
設
団
地
に
住
む
子
ど
も
た
ち
は
、
地

震
直
後
、
自
衛
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
提

供
し
た
食
事
（
炊
き
出
し
）
を
食
べ
た
経

験
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
ス
マ
イ
ル
子
ど
も

食
堂
」
は
、
そ
の
時
に
食
べ
た
「
温
か
く

て
お
い
し
い
ご
飯
」
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

受
け
た
恩
恵
に
感
謝
し
、
非
常
時
に
助
け

合
っ
て
過
ご
し
た
貴
重
な
経
験
を
将
来
に

生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
、
実
施

し
ま
す
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
「
キ
リ
ン
福
祉
財

団
」
か
ら
、
助
成
を
受
け
て
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
方
か
ら
、
下
記
の
と
お
り
、
食
材
等
の

提
供
（
寄
付
）
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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ど
う
ぞ
、
願
い
と
い
た
し
ま
す
と
こ
ろ

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
な
に
と
ぞ
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

木
山
仮
設
団
地
ス
マ
イ
ル
子
ど
も
食
堂

実
行
委
員
会 

代
表 

橋
本
信
一
（
肥
後
浜
町
教
会
） 

 

 
 

 
 

 

記 
 ① 

募
集
食
材 

お
米
、
か
ん
め
ん
、
カ
レ

ー
粉
（
毎
回
５
０
食
程
度
を
予
定
）（
カ

レ
ー
や
、
夏
場
は
そ
う
め
ん
を
中
心
に

行
い
ま
す
。） 

② 

備
考 

上
記
食
材
の
ほ
か
、
常
温
で
保

存
で
き
る
調
味
料
、
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト

食
品
な
ど
も
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
場

合
、
「
子
ど
も
食
堂
」
で
の
利
用
以
外

に
、
仮
設
団
地
住
民
の
方
々
へ
、
支
援

物
資
と
し
て
配
布
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

③ 

連
絡
先
等 

食
材
送
付
時
の
送
料
は
、

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
提
供
し
て
い
た
だ

く
方
の
自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
お
送
り
い
た
だ
く
場
合
は
、
必

ず
事
前
に
ご
一
報
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

                          

  
 

 
 折

り
鶴
を
折
っ
て
く
だ
さ
っ
た 

み
な
さ
ま
へ 

 

私
は
、「
移
動
図
書
館
お
あ
し
す
」
で
毎

週
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
用
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
、
熊
本
県
肥
後
浜
町
教
会
の
橋

本
信
一
と
申
し
ま
す
。 

こ
の
た
び
は
「
熊
本
地
震
三
年
追
悼
行

事
」
で
展
示
・
奉
納
い
た
し
ま
す
折
り
鶴

を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

真
心
の
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

大
変
あ
り
が
た
く
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 三

年
前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
家

を
無
く
し
、
家
族
を
亡
く
し
、
今
も
、
プ

レ
ク
ブ
の
仮
設
住
宅
な
ど
で
生
活
を
送
っ

て
お
ら
れ
る
方
は
、
約
一
万
九
千
人
い
ら

っ
し
や
い
ま
す
。 

熊
本
県
下
に
は
、
一
〇
八
か
所
の
仮
設

団
地
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
・
益
城
町
の
木
山
仮
設
団
地
で
、
地
震

発
生
の
時
間
に
、
折
り
鶴
を
供
え
、
竹
灯

ろ
う
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
つ
け
、
住
民
の
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方
々
と
黙
と
う
を
行
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

木
山
仮
設
団
地
は
、
二
二
〇
世
帯
の

人
々
が
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
退
去
が
進
み
、
一
五
〇
世
帯
と
な
り

ま
し
た
。 

自
宅
再
建
を
果
た
し
て
団
地
を
退
去
し

て
い
か
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
方
で
、

家
を
再
建
し
よ
う
と
し
て
も
業
者
の
都
合

や
区
画
整
理
の
こ
と
な
ど
か
ら
工
事
が
進

ま
な
い
方
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
自
宅
再

建
を
あ
き
ら
め
、
公
営
住
宅
→
の
入
居
を

希
望
し
て
お
ら
れ
る
方
で
も
、
公
営
住
宅

の
完
成
が
ニ
年
先
、
三
年
先
に
な
る
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
待
っ
て
い
る
間
に
、
体

調
を
崩
さ
れ
る
方
が
た
＜
さ
ん
い
る
の
で

す
。
移
動
図
書
館
の
利
用
者
の
中
に
も
、

脳
梗
塞
で
倒
れ
た
と
い
う
方
が
何
人
も
い

ら
っ
し
や
い
ま
す
。 

ま
た
、
先
月
は
、
い
つ
も
元
気
に
犬
の

散
歩
を
さ
れ
て
い
た
団
地
住
民
の
方
が
、

突
然
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。 

仮
設
住
ま
い
の
ス
ト
レ
ス
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、
大
変

大
き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
難
儀
を
抱
え
る

方
々
に
寄
り
添
い
、
少
し
で
も
前
向
き
に
、

そ
し
て
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願

い
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
真
心
の
折

り
鶴
は
、
必
ず
団
地
の
人
た
ち
の
心
に
届

く
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

全
国
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
困
難
な
状
況
で
暮
ら
し
て
お
ら

れ
る
方
は
た
さ
ん
い
ら
っ
し
や
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の
立
ち
行
き
を
ご

祈
念
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
、
地
元
の
熊

本
で
、
微
力
な
が
ら
、
継
続
し
た
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
移
動
図
書
館
の
活
動
、
ま

た
、
四
月
か
ら
は
仮
設
団
地
の
子
ど
も
を

対
象
に
「
子
ど
も
食
堂
」
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
、

引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日 

「
移
動
図
書
館
お
あ
し
す
」
橋
本
信
一 
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錦
江
湾
岸
の
山
々
に
山
桜
が
咲
き
だ
し

た
、
三
月
十
六
日(
土)

・
十
七
日(

日)

の
両

日
、
鹿
児
島
教
会
に
お
い
て
、
第
九
回
目

の
典
楽
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

こ
の
典
楽
講
習
会
は
「
金
光
教
典
楽
会

南
九
州
支
部
」
の
指
導
員
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
ご
指
導
下
さ
っ
て
あ
り
ま
す
。 

今
年
は
大
分
県
か
ら
六
名
、
熊
本
県
か

ら
一
名
、
岡
山
県
か
ら
一
名
、
計
八
名
の

指
導
員
の
方
た
ち
が
遠
路
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
年
も
旅
費
自
弁
で
お
見
え
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
下
の
各
教
会
か
ら

十
六
名
の
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
か
ら
も
四
名
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
個
人
指
導
や
全
体
演
奏
な

ど
で
、
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
講
習
を
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
「
立
教
一
六
〇
年
記
念
信
奉
者

集
会
」（
七
月
七
日
開
催
）
で
簡
単
な
演
奏

会
を
開
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

加
治
木
教
会
で
も
、
九
年
目
に
し
て
よ

う
や
く
龍
笛
が
、
御
大
祭
の
典
楽
に
加
わ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
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…
… 

３
月 

…
…
… 

１
（
金
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

４
（
月
） 

連
育
成
会
議 

15
時 

６
（
水
）
龍
笛
稽
古 

 
 

20
時 

９
（
土
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
日
）
●
月
例
祭
10
時
半 

13
（
水
）
矢
野
ク
ラ
刀
自
立
日 

御
祈
念

十

時 

16
（
土
）
～
17
（
日
）
典
楽
講
習
会

鹿
児
島

教 

会 

20
（
水
）
清
掃
御
用     

10
時 

21(

祝
木)

●
春 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

22
（
金
）
●
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

24
（
日
）
福
山
家･

川
畑
家 

霊
祭 

27
（
水
）
龍
笛
稽
古 

 
 

20
時 

30
（
土
）
◆
御
本
部
御
大
祭 

出
発 

31
（
日
）
◆
御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

   

 

 

        

   

四 

月 
 

 

平
島
厳
廼
正
明
聡
根
彦 

之
霊
神 

 
 

 
 

 
 

 

（１
日
）昭
和
19
年 

前
田
重
吉 

之
霊
神

（４
日
）大
正
５
年 

福
元 

節 

之
霊
神

（２
日
）昭
和
59
年 

中
野 

勇 

之
霊
神

（３
日
）平
成
11
年 

前
田
シ
ナ 

之
霊
神

（４
日
）昭
和
20
年 

小
坂
カ
ネ
チ
ヨ 

之
霊
神

（５
日
） 

前
田
ソ
エ 

之
霊
神

（６
日
）昭
和
39
年 

松
田
浅
右
衛
門 

之
霊
神

（８
日
）昭
和
28
年 

安
武
孝
子
玉
依
姫 

之

霊

神 （９
日
）昭
和
50
年 

 

汰
木
美
之
助 

之
霊
神

（
11
日
）昭
和
24
年 

瀬
尾
雅
博 

之
霊
神

（
12
日
）平
成
３
年 

小
坂
ミ
ツ
エ 

之
霊
神

（
24
日
）平
成
25
年 

市
薗
千
賀
子 

之
霊
神

（
19
日
）平
成
13
年 

中
島
武
彦 

之
霊
神

（
26
日
）昭
和
51
年 

三
反 

礫 

之
霊
神

（
29
日
）昭
和
48
年 
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教 

会 

行 

事 
 

…
… 

４
月 

…
…
…
… 

２
（
火
）
清
掃
御
用     

10
時 

３
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭･

勧
学
祭 

10
時
半 

４
（
木
）(

連)

青
年
ひ
ろ
ば

夏
の
つ
ど
い

企
画
会
議 

鹿
児
島
教
会

十
時
半
よ
り 

９
（
火
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
水
）
●

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 

10
時
半 

13
（
日
）
人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

13
（
土
）
～
14
（
日
） 

◆
甘
木
親
教
会 

青
年
の
集
い 

16
（
火
）
青
年
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
会
議 

於
・
南
九

セ
ン
タ
ー 

17
（
水
）
連
合
会

160
集
会
実
行
委
員
会 

十
時
半
～ 

加
治
木
教
会 

20
（
土
）
御
用
奉
仕    

10
時 

21
（
日
）
加
治
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

22
（
月
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

25
（
木
）
甘
木
親
教
会 

御
大
祭 

28
（
日
）
少
年
少
女
会 

第
一
日(

於
・
仙
寿

の
里
温
泉)

 

29
（
祝
）
少
年
少
女
会 

第
ニ
日(

於
・
仙
寿

の
里
温
泉)

 

30
（
火
）
清
掃
御
用     

10
時 

       

…
… 

５
月 

…
…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

４
（
祝
）
甘
木
親
教
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加 

５
（
祝
）
西
鹿
児
島
教
会
御
大
祭
12
時 

９
（
木
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
金
）
●
月
例
祭 

生
神
金
光

大

神

様 

10
時
半 

12
（
日
）
多
良
木
教
会
御
大
祭
11
時 

〃 
 
 

上
荒
田
教
会
御
大
祭
11
時 

19
（
日
）
大
口
教
会
御
大
祭
12
時 

〃 
 
 

鹿
児
島
教
会
御
大
祭
11
時 

21
（
火
）
清
掃
御
用     

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会 

13
時
半 

31
（
金
）
清
掃
御
用     

10
時 

    

   

       


